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A:順調

B:概ね順調

C:順調でない

D:わからない

②

推進委員19人

【A：順調】 0/19人

13/19人
<峰岡>

<漆山>

<角田>

<西川>

<岩室>

○ 今年度は、地域ケア会議で「地域からの孤立」について2回開催した。積極的
に参加された自治会もあり、地域のつながりが感じられた。

「西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉活動計画」

進行管理と評価について

計画の進捗について

○ 5・6年行った福祉懇談会を今年より「地域交流会」に改め、交流活動を実施し
ようと考えています。

①

計画は前年度より進んでいると思いますか。
該当するものを〇で囲んでください⇒

理由

【B：概ね順調】

○ 地域の茶の間開催に向けて、令和2年6月頃を目標に準備をしている。これか
ら、ボランティアスタッフとなる協力者の呼びかけをする。

○ 越前浜地区に「地域の茶の間」創設。角田エリアのサロンも継続して活動が行
われている。問題点（良い面でもある）として、各自治会の団結力が強く自治会
の枠を超えた協力体制は図り辛い面がある。

〇 老人クラブの活動でも閉じこもりがちな人や要支援者に積極的な声がけや支援
が行われ、社会参加の場として役割は大きい。定期的なサロンや茶の間の開催は
望ましいが、既存の老人クラブ活動を誰もが安心して暮らせる地域活動に発展さ
せていけるか話し合いを持っていく事も大切。

〇 令和元年度自主防災組織を立ち上げた集落では、世帯状況調査票100％回収の
もと、要支援者の把握と見守り活動が実施されている。（地域に関心を持ち、声
がけが行われている）

○ 岩室地域コミュニティ協議会主催の令和元年度事業は、一部を残してほぼ終了
している。福祉保健部会の部員が担当地域を決めて参加している「地域の茶の
間」の事業も令和元年12月に終了している。但し福祉保健部主催の事業が一部未
了となっている。

資料１

＊委員のお仕事＊ （西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域活動計画推進委員会開催要綱 第１条より）

「西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉活動計画」を推進するにあたり，次に掲げることについて，意

見を述べること

(１)  計画に対する進行管理と評価に関すること
(２)  計画実践の支援に関すること
(３) その他計画推進に関すること
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13/19人

3/19人

<巻>

<松野尾>

<西蒲区>

3/19人

【C：順調でない】

○ 概ね順調だと思いますが、あまり情報が入って来なかったという感想です。

<潟東>
○ 潟東全体で、各地域でのサロン・茶の間等は前年度と変わらず増えていない。

<中之口・潟東>

○ 各地域でそれぞれ特色を活かして進めている所と、中々進められていない所と
差があるように感じる。障がい者も地域の一員であることを明確にすることも必
要と感じる。

○ 具体的な活動ができなかった。委員の仕事の場（機会）が設定がされなかっ
た。

○ 前年度の状況を知らないため

〈西蒲区〉
○ サービスの利用が高齢者になかなか行き届いていないのではないか。地域にお
ける連携の強化が必要。

【D：わからない】

○ 地域福祉計画の座談会では、具体的な人口減少やこれからの地域課題を話し合
う事により、少数名でも地域で考えていく必要性を感じている方がわかった。具
体的に取り組むために推進委員として関わっていきたいたいと思います。

<中之口>

<西蒲区>

○ 各圏域の目標に掲げていることが少しではあるが住民の意識活動に表れている
と感じます。

○ サテライトサロンの開設がうまく行かなかった。

【B：概ね順調】

○ 傾聴講座・フォローアップ研修を開催し、個々に施設への傾聴ボランティアと
してコ－ディネートしている。区外からの参加申込や問い合わせも増えている。

○ 前進していると思います。
○ ボランティア団体Ｏｕｃｈｉひろば♪（みんなde食堂）が活動を開始。
○ 地域福祉懇談会で人の役に立つことをやろうと確認できた。

○ 男性シニアボランティアの掘り起しと育成に力を入れ、その後の地域活動を
マッチングすることで、ビニールハウスの居場所「marugo-to」への参加や、新
たな地域活動に繋げることができた。

みんなde食堂
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2

A:順調

B:概ね順調

C:順調でない

D:わからない

推進委員19人

【A：順調】 2/19人

<巻>

<峰岡>

10/19人
〈峰岡〉

〈漆山〉

○ ① 転倒予防教室（さざんかの会）
　　…転倒予防教室（定員50人）　週1回自主運営　毎回80％以上の参加率

　② 老人クラブ（居住集落）の参加
　　…毎月1回定例集会開催　毎回70％の参加率
　　　閉じこもりがちな人に積極的な声がけをして社会参加を勧めている

　③ ケア会議に参加（年2回）

○ 地域の茶の間（かさぼこの家、微笑、貝柄サロン）への訪問、認知症関連の講
話。

○ 西川地域コミュニティ協議会スポーツ部に参加し、田んぼサッカー、緑の音楽
祭、わんぱく相撲など企画

<西川>

委員が関わっている福祉活動はありますか。

①

活動の名前やどういった活動をしているかを教えて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒なければ　”３”へ
（例えば，〇〇サロン：健康体操など）

②

その活動は順調ですか。
〇で囲んでください⇒

<角田>
○ 人口減少への取り組みとして、地域の魅力発信で行う「浜メグリ」イベントの
運営

○ 高齢者を対象とした「カーリンコン活動」を通年実施している。

○ 健康体操

【B：概ね順調】

○ 峰岡地区コミュニティ協議会福祉部会
　・敬老会
　・健康づくり教室
　・地域の茶の間視察研修
　・地域福祉懇談会（地域の茶の間立ち上げについて）
　・「心豊かな人生最期を迎えるために」
　　　　　　～在宅医療と看取り～講演会

○ 漆山地域コミュニティ協議会福祉部会　健康体操　年10回「なじらね」
　毎回50人程で楽しんでいる。
　（地域の人30人、地域外6人、福祉部会スタッフ5人、運動推進員5人、講師1
人）
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10/19人
<岩室>

<潟東>

<中之口>

1/19人

〈松野尾〉

○ お茶の間のボランティア

【C：順調でない】

○ 健康体操教室　参加者が少なくなってきている

〈巻〉

【B：概ね順調】

○ 「にしかんみんなの体操」を地域の茶の間にて指導
○ 「岩室健康展」にスタッフとして参加
○ 「脳を活性化」「頭と体の若返り体操教室」にスタッフとして参加
○ 「矢川灯籠流し」「スマイルキャンペーン「少年の主張発表会」等に参加

○ 令和元年12月より、健康体操、大原一二葉会サロンを開始。

○ 呼いこい車　週1回
○ 健康体操　月2回
○ サロン六分　月1回
○ 読み聞かせボランティア「どんぐりの会」　月2回

<中之口・潟東>
○ 呼いこい車（スポーツレクリレーション、うた、体操など）
○ ささえ愛ネット地域の茶の間（体操、うた声など）
○ 横戸・卯八郎受ささえ愛ネット（生活支援）
○ 島方支え合いの会（生活支援）
○ 称名ささえ愛ネット（生活支援）
○ Ｏｕｃｈｉひろば（多世代交流、不定期）
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3 今後聞いてみたいお話など教えて下さい。

○ 子育て、災害について

○ 後継者を育てる方法（福祉関係で）

○ 共生社会について（富山や金沢の事例など）

○ 小規模多機能自治活動

○ 自治会や地域での助け合いの実践者からの取り組みについて

○ 西蒲区で可能性のある地震や水害が起きた場合どのような状況が生まれるの
か。又その対応について知りたい。

○ 介護予防、認知症、健康づくり、子育て、災害、全て聞きたい。興味をもって
聞く人はいつも同じ。参加しない人を呼び出す工夫が欲しい。

○ 在宅介護について（どのようにすれば在宅介護が可能なのか。訪問医療等）に
ついて具体的、現実的なお話しが聞ければと思います。

○ 健康づくり、災害について

○ 災害について　実際にどう動くのか、各機関との連携方法

○ 介護予防、認知症の支援

○ 自治会で災害の時に必要な行動をどのように取るか、方法など
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